
村民の皆さんと議会を結ぶ情報誌。一緒に考えよう、この村のカタチ。
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一
　
般
　
会
　
計

総

務

費

△�

次
期
総
合
発
展
計
画
等
策
定

業
務
委
託
料　

１
２
１
０
万
円
皆
増

△�
普
代
村
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

促
進
事
業
補
助
金１

６
０
万
円

　
補
助
金
の
拡
充
に
よ
る
。

改
修
工
事�

上
限
１
５
０
万
円

環
境
整
備�

上
限　
　
30
万
円

※
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

質
問	

当
初
予
算
分
は
利
用
さ

れ
た
の
か
。
補
正
予
算
額
の
積

算
根
拠
は
。

回
答	

当
初
予
算
分
は
ま
だ
未

執
行
で
あ
る
。

　
改
修
工
事
１
件
分
と
環
境
整

備
２
件
分
に
な
る
よ
う
に
当
初

予
算
と
の
差
額
分
を
補
正
。

△�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
備

品
購
入
費�

５
万
円
皆
増

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成

時
撮
影
用
カ
メ
ラ
購
入
。

質
問	

以
前
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
成
す
る
と
き
は
、

写
真
を
持
参
と
な
っ
て
い
た
。

今
後
は
写
真
を
持
参
し
な
く
て

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作

成
で
き
る
と
い
う
事
か
。

回
答	

以
前
か
ら
写
真
を
忘
れ

て
き
た
方
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
で

写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
い
た

が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
な
い
な
ど

不
便
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新

規
で
の
カ
メ
ラ
購
入
と
な
る
。

　
今
後
は
役
場
で
も
写
真
を
撮

れ
る
と
い
う
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

質
問	

村
の
隊
員
数
と
隊
員
に

対
す
る
報
償
金
の
内
容
を
。

回
答	

久
慈
地
方
猟
友
会
普
代

支
会
で
会
員
10
人
。
普
代
村
有

害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
で
隊
員
10

人
。

　
普
代
村
で
は
猟
友
会
会
員
全

て
が
、
鳥
獣
対
策
実
施
隊
に
加

入
し
て
い
る
。

　
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
に
対
し

て
の
報
奨
金
、
１
頭
５
千
円
。

　
鳥
獣
対
策
実
施
隊
へ
の
活
動

に
対
す
る
報
償
金
は
、
鳥
獣
の

種
類
に
よ
っ
て
違
う
が
、
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
だ
と
、
罠
設
置
２
万

円
、
罠
移
動
１
万
円
、
駆
除
３

万
円
を
隊
へ
。（
隊
か
ら
活
動

に
参
加
し
た
隊
員
へ
按
分
）

△�

漁
村
地
域
活
性
化
事
業
（
街

路
灯
）
整
備
工
事

１
０
０
万
円
皆
増

　
太
田
名
部
の
魚
定
付
近
及
び

公
園
整
備
予
定
地
へ
街
路
灯
を

整
備
。

△
新
魚
市
場
整
備
事
業

　
役
務
料�

１
１
７
万
円
皆
増

　
ス
ラ
リ
ー
製
氷
設
備
た
ち
あ

げ
業
務
ほ
か
。

　
看
板
設
置
工
事

�

１
８
０
万
円
皆
増

民

生

費

△�

国
保
診
療
施
設
特
別
会
計

（
歯
科
）
繰
出
金３

０
６
万
円

　
歯
科
医
師
新
築
住
宅
建
設
工

事
設
計
委
託
料
。

△�

生
活
困
窮
者
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
等
特
別
対
策
事
業

２
７
３
万
円
皆
増

　
非
課
税
高
齢
者
世
帯
な
ど
に

灯
油
、
電
気
、
ガ
ス
等
購
入

費
の
一
部
を
助
成
。（
１
世
帯

１
万
円
）

衛

生

費

△�

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
検
討
事
業２

３
０
万
円
皆
増

　
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画

（
事
務
事
業
編
）
策
定
業
務
実

施
委
託
料
。

農
林
水
産
業
費

△�

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

空
調
設
備
設
置
工
事
設
計
監

理
委
託
料

１
７
６
万
円
皆
増

△�

普
代
村
有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨

金�

60
万
円

　
魚
市
場
施
設
名
称
・
誘
導
看

板
設
置
。

商

工

費

△�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
補
助

金�

８
０
０
万
円

　
物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
対
策

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
に
対
す
る
補
助
金
。

△�

普
代
村
起
業
支
援
事
業
補
助

金�

　
１
０
０
万
円

　
補
助
金
の
拡
充
に
よ
る
。

質
問	

要
綱
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
第
二
創
業
の
対
象
と
な
る

中
分
類
項
目
の
説
明
を
。

回
答	

日
本
標
準
産
業
分
類
に

掲
げ
る
中
分
類
項
目
、
約
１
０

０
事
業
全
て
対
象
と
な
る
。

土

木

費

△�

住
宅
管
理
修
繕
料�

45
万
円

　
芦
渡
住
宅
、
全
12
棟
に
網
戸

を
新
規
で
取
り
付
け
る
な
ど
、

例
年
に
な
い
修
繕
が
あ
り
、
冬

期
の
予
算
に
不
足
が
生
じ
た
た

め
。

歳
　
　
　
　
入

▽
固
定
資
産
税２

１
８
万
円
減
額

　
３
年
に
一
度
の
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
よ

る
課
税
評
価
額
の
下
落
に
よ

る
。質

問	

今
年
度
３
年
に
一
度
の

評
価
替
え
だ
が
、
来
年
再
来
年

は
税
金
は
上
が
り
下
が
り
す
る

の
か
。

回
答	

宅
地
に
関
し
て
は
、
毎

年
時
点
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
税
額
が
変
わ
る

方
も
い
る
。

医
科
診
療
施
設

質
問	

診
療
収
入
の
マ
イ
ナ
ス

の
原
因
は
何
か
。

回
答	

診
療
人
数
が
１
日
当
た

り
２
名
程
減
と
な
っ
て
い
る
。

質
問	

医
薬
品
購
入
費
減
額
の

原
因
は
。

回
答	

患
者
数
の
減
少
に
伴
う

減
と
、
７
月
か
ら
院
外
処
方
を

推
進
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う

減
少
分
と
な
る
。

質
問	

職
員
給
料
の
マ
イ
ナ
ス

の
説
明
を
。

回
答	

６
月
に
看
護
師
１
名
が

退
職
し
た
分
と
な
る
。

　
看
護
師
２
名
体
制
と
な
っ
た

が
院
外
処
方
を
推
進
す
る
こ
と

で
ど
う
に
か
や
れ
て
い
る
。

　

現
在
募
集
は
し
て
い
な
い

が
、
今
後
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。

歯
科
診
療
施
設

質
問	

職
員
給
料
の
マ
イ
ナ
ス

の
説
明
を
。

回
答	

今
年
度
、
会
計
年
度
任

用
職
員
１
名
が
再
更
新
し
な

か
っ
た
分
と
な
る
。

　
募
集
は
し
て
い
る
が
、
ま
だ

応
募
が
な
い
状
態
。

条

例

▲�

普
代
村
消
防
団
員
の
定
員
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
団
員
の
定
数
を
１
６
５
人
か

ら
１
４
０
人
に
変
更
。

質
問	

先
に
各
分
団
の
定
数
を

決
め
て
か
ら
条
例
改
正
す
べ
き

で
は
。

回
答	

定
数
１
４
０
人
は
、
様	

々
な
状
況
を
鑑
み
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

各
分
団
の
内
訳
に
つ
い
て

は
、今
後
会
議
等
で
協
議
予
定
。

40％のプレミアム付きの商品券を販売

空き家改修
費用補助金

日本標準産業分類
中分類

12 月
定例会

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
対
す
る
補
助
金
ほ
か

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
対
す
る
補
助
金
ほ
か

　
村
議
会
第
８
回
定
例
会
（
12
月
定
例
会
）
を
12
月
10
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
と
４
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
選
挙
、
請
願
な
ど
発
議
を
含
む
15
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
億
５
０
４
０
万
６
千
円
を
増
額
！

２
億
５
０
４
０
万
６
千
円
を
増
額
！
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本
議
会
質
疑

行
政
報
告
な
ど

行
政
報
告
な
ど

一
般
質
問

一
般
質
問

第
７
回
臨
時
会
な
ど

第
７
回
臨
時
会
な
ど

本
議
会
質
疑



主要な工事の状況

移住・定住促進事業の状況

くろさき荘の運営状況

ふるさと納税の状況

物価高騰など生活支援の状況

　道路関係では、県道は普代小屋瀬線の上
普代地区道路改良舗装（その５）工事が１
月中旬の完成予定で進められております。
また、岩泉平井賀普代線の太田名部越波対
策工事は３月中旬の完成予定で発注となっ
ております。なお、普代小屋瀬線の旧鳥茂
渡小学校と年内渡橋間の改良工事は、県の
取り組み方針が早期の整備は難しいとのこ
とですが、議会とともに、県北広域振興局
に早期事業化の要請を行いたいと思います。
　村道は、定住促進住宅団地の沢山５号線
道路改良工事が完成となり、白井港線道路
法面修繕工事は２月中旬完成予定で着工と
なりました。
　漁港関係では、太田名部新港での新魚市
場建設工事が 10 月 10 日に完成しておりま
す。現在は、漁協が指定管理者並びに市場
開設者となる中での、管理運営についての
協議を行っております。また、12 月 25 日
には竣工式を予定しております。
　また、太田名部新港での臨港道路ほか工
事は 11 月中旬で完成しており、現在は、用
地舗装工事が１月末の完成を目指して進め
られております。堀内漁港の機能保全工事
は３月下旬を完成予定とし、近々に着工と
なります。太田名部地区漁村地域活性化工
事（ミニ公園）は３月中旬完成予定で着工
となるところです。

　準備を進めておりました、上区地区村有
地での定住促進団地宅地分譲は、12 月 16
日から、全６区画について先行予約を受け
付けることとしております。

　11 月末での宿泊客数は 4,404 人（前年度
比 804 人増）、事業収入は 60,237 千円（前
年度比 5,259 千円増）となっております。
宿泊は少しずつの回復が見られますが、食
堂部門は伸び悩み状態にあります。また、
営業収支でも人件費の大幅なアップや物価
高騰の影響により極めて厳しい状況が続い
ており、改めて増収への取り組みと経費節
減の徹底に努めてまいります。
　なお、今年度も閑散期の営業を縮小（宿
泊は土・日・祝日の前日以外を休止、風呂
は火・木を休止、会食・宴会は予約制で休
止なし）せざるを得ないところであり、村
民の皆さまなどにはご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。

　11 月末実績が 369,204 千円（前年同期比
91.1％）で、10 月末からの回復が見られた
ところであります。なお、今後ですが、例
年の人気返礼品のイクラが極端な品薄と
なっており、苦戦を強いられること予想さ
れますが、返礼品提案事業者などのご協力
もいただきながら、前年度実績にできるだ
け近づくよう努めてまいります。

　今議会の補正予算（案）に、県との連携
事業となる福祉灯油事業と村単事業でのプ
レミアム付き商品券補助事業を実施するよ
う計上させていただきました。
　今後、国の補正予算での重点支援交付金
の追加交付などでの計画策定を進めてまい
ります。

村民の皆さんにお知らせしたい

柾屋村長の行政報告
（12月定例会）

12月定例会で決まった議案
議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果

議案第１号

令和６年度　普代村一般会計補正予算（第６号）
　補正額 2億 5,040 万 6 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 48 億 6,452 万 6 千円とするもの。
　ふるさと応援寄付金の増額に伴う 1億 1千万円の増額、次期総合発展計画等策定業務委託料 1,210
万円の皆増、生活困窮者原油価格・物価高騰等特別対策事業プレミアム付商品券補助金 800 万円の
増額、特別職及び一般職員、会計年度任用職員に係る人件費の増額が主なもの。

可　決
（全員賛成）

議案第２号
令和６年度　普代村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　補正額 283 万 2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 4億 2,102 万 5 千円とするもの。
　令和５年度普通交付金及び特別交付金の返還額決定に伴う増額が主なもの。

議案第３号
令和６年度　普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
　補正額 736 万円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1億 8,914 万円とするもの。
　医科では院外処方による医薬品購入費 920 万の減額、歯科では医師住宅建設工事設計委託料 305
万 8千円の皆増。

議案第４号
令和６年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額 297 万 2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 1億 3,563 万 7 千円とするもの。
　岩手県人事院勧告に合わせた人件費の増額。

議案第５号
令和６年度　普代村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額 54 万 5千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 3,649 万 3 千円とするもの。
　後期高齢者医療保険料負担金 40 万 1千円の増額、保険基盤安定負担金 95 万 8千円の減額。

議案第６号 普代村議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
　諸般の情勢に鑑み、普代村議会議員に支給する期末手当の支給割合を改定するもの。

可　決
（全員賛成）

議案第７号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　諸般の情勢に鑑み、特別職の職員に支給する期末手当の支給割合を改定するもの。

議案第８号
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　岩手県の例に準じて、給料表、期末勤勉手当の支給割合及び初任給調整手当、扶養手当並びに寒
冷地手当の支給限度額等について所要の改正をするもの。

議案第９号 普代村会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　諸般の情勢に鑑み、会計年度任用職員の勤勉手当の支給割合を改定するもの。

議案第10号 普代村消防団員の定員、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
　現在の消防団の実情を踏まえ、適切な消防団員数の定数を定めるもの。

議案第11号
普代村子ども、妊産婦、重度心身障がい者及びひとり親家庭医療費給付条例の一部を
改正する条例
　児童扶養手当法施行令の改正に伴い、規定の改正を行うもの。

議案第12号 法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
　県の道路占用料徴収条例の改正に従い一部改正を行うもの。

議案第13号
地方卸売市場普代村魚市場の設置及び管理運営に関する条例の制定
　令和 6年 10 月 10 日に完成した地方卸売市場普代村魚市場の設置及び管理運営に必要となる
事項を定めるもの。

選挙第１号

普代村選挙管理委員会委員及び補充員の選挙
　任期満了となる普代村選挙管理委員会委員 4人及び補充員 4人を選出するもの。
　・	選挙管理委員…	�赤坂訓（白井）　大川内圭一（鳥居）　太田千明（中央区）　佐々木健一（中央区）
　・	 �同　補　充　員…	 �第 1 順位　金子太一（黒崎）第 2順位　上向幸生（堀内）　第 3順位　金子佑

季子（堀内）　第 4順位　佐々木順也（中央区）
	 	 ※補充員は、委員に欠員が生じたとき、第 1順位から順に補充される。
　任期は令和 6年 12 月 30 日～令和 10 年 12 月 29 日まで 4年間。

当　選
（全員賛成）

発議第１号 「県立久慈病院の医師等医療従事者の確保、高度医療機器の更新による機能の充実を求める意見書」の提出　 可　決
（全員賛成）

発議第２号 「「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」の廃止及び実効性ある学校の働き方改革を求める意見書」の提出

選
挙
管
理
委
員
・

同
補
充
員
を
選
出

　

議
会
で
は
、
12
月
29
日
に

任
期
満
了
と
な
る
普
代
村
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
４
人
、

同
補
充
員
４
人
を
指
名
推
選

に
よ
り
選
出
し
ま
し
た
。

　

選
出
さ
れ
た
方
は
次
の

方
々
で
す
。�

（
敬
称
略
）

〇
選
挙
管
理
委
員

　

赤
坂　
　

訓
（
白　

井
）

　

大
川
内
圭
一
（
鳥　

居
）

　

太
田　

千
明
（
中
央
区
）

　

佐
々
木
健
一
（
中
央
区
）

〇
同
補
充
員

 

第
１
順
位

　

金
子　

太
一
（
黒　

崎
）

 

第
２
順
位

　

上
向　

幸
生
（
堀　

内
）

 

第
３
順
位

　

金
子
佑
季
子
（
堀　

内
）

 

第
４
順
位

　

佐
々
木
順
也
（
中
央
区
）

人
　
　
　
事

（
※
補
充
員
は
、
委
員
に
欠
員
が
生

じ
た
と
き
、
第
１
順
位
か
ら
順
に

補
充
さ
れ
ま
す
）

　

任
期
は
、
令
和
６
年
12
月
30
日

か
ら
令
和
10
年
12
月
29
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。
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会計年度任用職員、
収入増となっているか

いずれの年度も制度導入前を上回っている

―  柾屋村長

中
上
一
登

「一般質問」

村政を村政を問問うう

　12月定例会の一般質問には、３人が登壇し、村の議題などに村当局の考えを問いました。
　村議会では「一問一答方式」で行っており、１人 60分の制限時間内で質疑応答を繰り
返します。

　一般質問とは、本議会で議員が、執行機関である村長などに対し、村政全般に関す
る事務の状況や将来の方針などについて問うものです。
　一般質問は３月、６月、９月、12月の定例会に限り認められています。

中
なか

　上
がみ

　一
かず

　登
と

　議員
１.	久慈地域の医療体制対応について

２.	会計年度任用職員制度の運用について
７㌻

大
おお

　上
かみ

　　　智
さとし

　議員

１.	上区定住促進団地整備事業について

２.	 �新普代村魚市場における村と漁協の関係等に

ついて

３.	当初予算計上事業の進捗状況について

８㌻

齊
さい

　藤
とう

　正
まさ

　明
あき

　議員
１.	四村連携の交流事業の推進について

２.	 �村民の多世代交流につながる新たなイベント

の実施について

９㌻

村の議題を熱く議論！

央
病
院
で
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
収
益
性
の
た
め
看
護
師
や

技
師
の
削
減
も
計
画
さ
れ
て
い

る
。

　
公
的
病
院
の
収
益
性
の
向
上

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
は
、
住

民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

招
く
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
。

　
普
代
村
と
し
て
の
対
策
は
あ

　
岩
手
県
立
病
院
等

の
経
営
計
画
２
０
２

５
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の

素
案
が
公
表
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

る
と
現
在
あ
る
県
立
久
慈
病
院

の
放
射
線
治
療
装
置
、
脳
血
管

の
血
管
撮
影
装
置
の
機
能
な
ど

の
高
度
医
療
は
盛
岡
の
県
立
中

り
得
る
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
県
議
会
12
月
定
例

会
の
常
任
委
員
会
等
で
の
説
明

な
ど
も
行
わ
れ
、
年
内
に
は
計

画
の
決
定
と
聞
い
て
い
る
。

　
県
立
久
慈
病
院
で
受
け
ら
れ

な
く
な
る
治
療
や
検
査
な
ど

を
、
他
の
基
幹
病
院
で
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

対
応
に
つ
い
て
、
管
内
市
町
村

と
と
も
に
要
請
な
ど
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
医
師
や
看
護
師
、

医
療
技
術
者
の
確
保
、
そ
の
偏

在
な
ど
を
含
め
て
の
解
消
に
つ

い
て
、
特
段
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
お
願
い
を
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
協
力
な
ど
も
我
々

も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
４
月

に
臨
時
職
員
等
が
会

計
年
度
任
用
職
員
と
い
う
制
度

に
変
わ
り
、
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
は
総
務
省
事
務
処
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
い
る
の

か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
制

度
導
入
で
収
入
増
と
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
数
年
勤
務
し
た
場
合
、

簡
単
な
試
験
で
正
規
職
員
へ
の

登
用
が
あ
っ
た
方
が
、
職
場
に

プ
ラ
ス
と
思
う
が
見
解
を
伺

う
。

柾
屋
村
長

　
本
村
で
は
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
料
及
び
報
酬

に
つ
い
て
、
常
勤
職
員
の
給
料

表
を
基
礎
と
し
て
決
定
し
て
お

り
、
期
末
、
勤
勉
手
当
の
基
礎

額
に
つ
い
て
も
そ
の
給
料
及
び

報
酬
が
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。

　
収
入
増
と
な
っ
て
い
る
か
と

の
質
問
だ
が
、
制
度
導
入
後
い

ず
れ
の
年
度
も
制
度
導
入
前
を

上
回
っ
て
い
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
規

職
員
へ
の
登
用
に
つ
い
て
、
会

計
年
度
任
用
職
員
で
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ま
で
同
様
競
争
試
験

に
よ
る
採
用
が
原
則
と
考
え
て

い
る
。

答
弁

答
弁

久
慈
地
域
の
医
療
体

制
対
応
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
運
用
に
つ
い

て

質
問

質
問

県立久慈病院
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新魚市場、村と漁協の
立場関係は
設置者は村で、開設者は漁協

―  柾屋村長

大
上
　
智

「一般質問」

四村連携の
交流事業の推進は
連携を強めて課題解決を

―  柾屋村長

齊
藤
正
明

「一般質問」

　
分
譲
団
地
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

柾
屋
村
長

　
12
月
16
日
か
ら
来

年
１
月
31
日
ま
で
の
公
募
受
付

予
定
で
、
正
式
な
不
動
産
売
買

契
約
は
４
月
頃
を
予
定
し
て
い

る
。

　
宅
地
分
譲
事
業
に

あ
た
っ
て
は
、
ど
の

様
な
内
部
検
討
が
な
さ
れ
、
実

行
に
至
っ
た
の
か
。

柾
屋
村
長

　
従
来
よ
り
移
住
定

住
促
進
事
業
推
進
に
あ
た
り
、

村
内
に
恒
常
的
な
空
き
が
な
い

こ
と
が
検
討
課
題
と
な
っ
て
い

た
が
、
令
和
３
年
度
に
住
宅
建

設
に
適
し
た
村
有
地
を
確
保
し

た
こ
と
か
ら
、
村
有
地
の
宅
地

分
譲
利
活
用
手
法
の
第
１
弾
と

し
て
実
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

定
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携

は
図
ら
れ
る
も
の
か
。

柾
屋
村
長

　
ま
だ
具
体
的
な
部

分
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
募
集

受
付
と
同
時
に
、
連
携
策
を
進

め
る
準
備
を
し
た
い
。

　
新
魚
市
場
に
お
け

る
、
村
と
漁
協
と
の

関
係
は
。

柾
屋
村
長

　
設
置
者
は
普
代
村

で
、
開
設
者
は
普
代
村
漁
業
協

同
組
合
と
す
る
こ
と
で
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　
村
の
関
与
等
が
定

め
ら
れ
る
魚
市
場
経

営
戦
略
、
魚
市
場
条
例
、
業
務

規
定
（
案
）
等
は
策
定
さ
れ
て

い
る
も
の
か
。

柾
屋
村
長

　
魚
市
場
経
営
戦
略

に
つ
い
て
は
、
開
設
者
が
漁
協

と
い
う
こ
と
で
策
定
が
必
要
か

ど
う
か
県
に
確
認
中
。
魚
市
場

設
置
条
例
に
つ
い
て
は
、
本
定

例
会
に
使
用
方
法
禁
止
行
為
等

を
盛
り
込
ん
だ
11
条
項
を
提
案

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
開

設
者
を
漁
協
と
し
て
協
議
を
進

め
て
お
る
こ
と
か
ら
規
則
関
係

細
部
に
つ
い
て
は
漁
協
と
協
議

し
、
年
度
内
に
決
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
知
事
に
対

す
る
開
設
申
請
は
漁
協
が
行
う

こ
と
に
な
る
。

　
魚
市
場
は
、
各
地

区
に
あ
る
活
動
施
設

と
同
様
に
住
民
の
利
用
に
供

し
、
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の

施
設
と
定
義
さ
れ
て
い
る
「
公

の
施
設
」
と
し
て
の
位
置
づ
け

か
。

柾
屋
村
長

　
不
特
定
多
数
の
漁

業
者
、
住
民
が
利
用
す
る
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
広
い
意
味

で
の
「
公
の
施
設
」
に
該
当
す

る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
当
初
予
算
に
計
上

さ
れ
た
主
な
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

柾
屋
村
長

○
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
促
進
事

業
に
つ
い
て
。

　
本
年
度
、
新
た
に
２
件
の
登

録
で
計
４
件
の
登
録
と
な
っ
て

い
る
。

　

補
助
金
の
制
度
拡
充
を
図

り
、
さ
ら
な
る
情
報
提
供
を
行

い
な
が
ら
物
件
の
賃
貸
・
売
却

の
成
約
ま
で
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

○
上
の
沢
川
護
岸
整
備
工
事
に

つ
い
て
。

　
入
札
執
行
・
契
約
済
み
で
、

来
年
３
月
15
日
ま
で
の
工
事
日

数
と
な
っ
て
い
る
。

○
普
代
浜
園
地
キ
ラ
ウ
ミ
整
備

工
事
に
つ
い
て
。

　
12
月
27
日
に
は
、
遊
具
等
設

置
工
事
完
了
予
定
で
あ
る
。

○
太
田
名
部
地
区
ミ
ニ
公
園
造

設
工
事
に
つ
い
て
。

　
年
度
内
完
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
併
せ
て
、
大
沢

橋
等
含
め
た
周
辺
の
街
路
灯
整

備
事
業
に
も
取
り
組
む
予
定
で

あ
る
。

○
上
区
に
あ
る
災
害
後
方
支
援

拠
点
広
場
整
備
事
業
に
つ
い

て
。

　
本
年
度
最
終
年
度
と
な
っ
て

お
り
、
工
期
は
来
年
２
月
12
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
時

に
は
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

の
利
用
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
今

後
も
必
要
な
設
備
等
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

上
区
分
譲
団
地
関
連

新
魚
市
場
関
連

事
業
の
進
捗
状
況

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

て
の
、
企
画
担
当
課
長
レ
ベ
ル

に
よ
る
毎
月
の
定
例
会
議
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
、
イ
ベ
ン
ト
出

演
団
体
の
リ
ス
ト
作
成
・
共
有

に
よ
る
、イ
ベ
ン
ト
総
合
連
携
、

若
手
職
員
を
対
象
と
し
た
交
流

研
修
事
業
の
実
施
な
ど
、
特
に

職
員
や
関
係
者
間
の
関
係
性
構

築
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
、
四

村
連
携
基
盤
の
構
築
に
努
め
て

い
る
。

　
今
後
は
、
四
村
サ
ミ
ッ
ト
共

同
宣
言
に
お
け
る
、
四
村
連
携

事
業
案
と
し
て
、
確
認
し
合
っ

　
令
和
５

年
10
月
に

九
戸
村
、
野
田
村
、

田
野
畑
村
、
本
村
の

県
内
４
つ
の
村
で
構

成
す
る
「
四
村
サ

ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
」

を
発
表
し
て
い
る
。

今
回
の
四
村
連
携
の

交
流
事
業
の
推
進

は
、
産
業
振
興
、
人

口
減
少
、
共
同
で
の

企
業
誘
致
、
若
者
の

定
住
対
策
を
検
討

し
、
四
村
で
何
が
で

き
る
か
考
え
る
可
能

性
を
探
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
た
事
業
に
発
展
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
活
動
内

容
の
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
交

流
事
業
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
連
携
事
業
に
お
い

て
は
、
継
続
性
の
確
保
が
非
常

に
肝
要
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
県
の
特
命
課
長
も
参
画
し

た
郷
土
芸
能
、
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
、
道
の
駅
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
各
村
そ

れ
ぞ
れ
の
共
通
資
源
を
共
有
連

携
し
合
い
つ
つ
、
更
な
る
関
係

性
の
輪
を
深
化
さ
せ
な
が
ら
、

四
村
連
携
基
盤
の
強
化
と
共
通

課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

　
少
子
化
、
村
人
口

減
少
、
今
こ
そ
高
齢

者
、
若
年
層
を
含
め
た
楽
し
く

過
ご
し
多
世
代
の
交
流
が
で
き

る
よ
う
な
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

場
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
企

画
し
、実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
村
と
し
て
は
、
多
世
代
の
交

流
と
い
う
も
の
を
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

村
に
お
い
て
は
、

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
、
総

合
防
災
訓
練
、
文
化
祭
な
ど
、

村
主
体
の
ほ
か
、
ふ
だ
い
ま
つ

り
実
行
委
員
会
、
音
楽
の
広
場

実
行
委
員
会
、
村
の
第
三
セ
ク

タ
ー
な
ど
、
他
の
実
施
主
体
が

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

も
、
全
村
民
世
代
が
参
加
で
き

る
よ
う
、
毎
年
関
係
者
間
で
協

議
を
重
ね
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
、
村
と
し
て
は
、
普
代

村
ふ
る
さ
と
元
気
！
応
援
事
業

補
助
金
を
活
用
し
、
多
世
代
交

流
事
業
を
継
続
的
に
実
施
す
る

団
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
や
、
自
治
会

活
動
の
メ
リ
ツ
ト
な
ど
を
村
民

の
方
々
へ
広
く
情
報
提
供
し
な

が
ら
、
地
域
活
動
の
助
長
を
促

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
は
じ
め
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
地
域
活
性
化
企
業
人
の

活
動
と
も
連
携
し
、
高
齢
世
代

の
方
々
が
若
者
、
現
役
世
代
へ

寄
り
添
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

は
じ
め
、
多
世
代
交
流
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り

に
向
け
、
先
例
事
例
な
ど
も
調

査
を
し
な
が
ら
、
村
民
の
提
案

な
ど
も
含
め
、
庁
内
及
び
関
係

者
間
で
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

答
弁

多
世
代
交
流
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
を

質
問

答
弁

質
問

四村が結束！サミット共同宣言発表
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　審議した案件は、衆議院解散に伴う令和 6 年度普代村一般会計補正予算の専決処分、くろ

さき荘の宿泊料金等の改定による条例改正など３議案を審議しました。

◇令和６年度普代村一般会計補正予算（第５号）の専決処分

　補正額 332 万 2 千円を追加し、歳入歳出の総額を 46 億 1,412 万円とした。

　衆議院解散に伴う衆議院議員総選挙執行により、同日に行われる参議院議員補欠選挙との

重複分を除いた経費を計上。

◇普代村休養施設使用料条例の一部を改正する条例

　施設の安定的な経営を維持するため、宿泊料金、休憩利用料金、入浴料金を改訂するもの。

◇鳥居地区農地開発事業分担金徴収条例を廃止する条例

　所期の目的を達成したことから、本条例を廃止するもの。

主な議会の動き主な議会の動き
（９月定例会～12月定例会　諸報告より抜粋）（９月定例会～ 12月定例会　諸報告より抜粋）

月　　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

9月18日
～20日 役　場 村議会第 6回定例会 各議員

23日 太田名部漁港 令和６年度漁港検診
正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、齊藤、中
上、嵯峨、森田、大上
智議員

10月1日
役　場 自由民主党岩手県支部連合会「市町村重点要望調査」 古沼副議長、嵯峨産業

経済常任委員長

盛岡市 岩手県町村議会議長会臨時総会及び第２回政務調査会 正路議長

2日 役　場 議会広報常任委員会 大上智委員長、齊藤副
委員長、松葉委員

11日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会 中上議員

12日 岩泉町 国道 340号宮古岩泉間整備促進住民総決起大会 正路議長

17日 役　場 村議会第 7回臨時会 各議員

18日 役　場 議会広報常任委員会 各委員

23日 南三陸町 県外視察調査南三陸町さとうみファーム 古沼副議長

24日 役　場 議会広報常任委員会 各委員

25日 盛岡市 岩手県町村議会議長会議員シンポジウム 金子、松葉、齊藤議員

27日 東京都 ふるさと普代会 正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、中上議員

29日～31日 熊本県 岩手県町村議会議長会政務調査会研修会 正路議長

31日 久慈市 久慈広域連合議会定例会 中上、森田議員

11月1日 花巻市 いわての地域づくり・道づくりを考える大会 古沼副議長

6日～7日 花巻市 岩手県町村議会議長会町村議会広報担当者研修会
大上智委員長、齊藤副
委員長、松葉委員（6
日のみ）

12日～13日
東京都 岩手県町村議会議長会政務調査会研修会並びに岩手県

選出国会議員との懇談会、町村議会議長全国大会 古沼副議長

東京都 岩手県選出国会議員との懇談会、町村議会議長全国大
会 正路議長

26日 盛岡市 岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員研修会・全員
協議会・定例会 齊藤議員

12月4日 役　場 議員全員協議会 各議員

▲�

県
立
久
慈
病
院
の
医
師
等

医
療
従
事
者
の
確
保
、
高

度
医
療
機
器
の
更
新
に
よ

る
機
能
の
充
実
を
求
め
る

請
願

請
願
者

　

久
慈
地
域
医
療
を
守
る
会

　
　
　

代　

表
韮　

山　

弘　

子

　
採
択
と
し
、
県
に
意
見
書

を
送
付
す
る
。

▲�

「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学

校
等
の
教
育
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
廃
止
及
び
実
効
性

あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

請
願
者

　

岩
手
県
教
職
員
組
合

　

県
北
支
部
支
部
長

　

小　

関　

高　

博

　
採
択
と
し
、
国
に
意
見
書

を
付
す
る
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願

新魚市場ついに完成

　太田名部漁港にて、12 月 25 日、地方卸売
市場普代村魚市場竣工式が行われました。

　 関係者約 50 人が参列し、村の代表者や地
元の漁業関係者等が、新しい市場の完成を祝
いました。新魚市場の開設は、地元経済の活
性化に寄与し、より新鮮な海産物の供給が期
待されています。
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ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。一緒に考えよう　この村のカタチ。

広報委員からの返信

　小さな村ですが、商店街の活性化が、元気な
村づくりの要だと思っています。是非、妙案を
ご提案ください。
　あと 1年、実習・国家試験と、これからも大
変だと思いますが、がんばって、みなさんに愛
される、人を治す、素敵なナースになってくだ
さい。応援しています。

発
行
責
任
者

議　

長　
　
正　
路　
正　
敏

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
大　
上　
　
　
智

副
委
員
長　
　
齊　
藤　
正　
明

委　
　
員　
　
松　
葉　
明　
人

　
　
　
　
　
　
古　
沼　
和　
也

　今は北海道の大学に通っています。将来は金融系

の会社への就職を目指しています。

　私は普代村の海の匂いが好きで良く散歩をしてい

ます。

　普代村は今のままで良いと思っています。ここに

は豊かな自然と心温かい村民がいるからです。村民

たちは互いに支え合い、温かい地域社会を築いてい

ます。このままの普代村であることが、日々の生活

に安心感と心の安らぎをもたらしてくれると思って

います。

　今は八戸市で看護師を目指して学校に通ってい

ます。

　普代村は人が温かく、小さい頃から知らない人で

も挨拶をしてくれる、人と人とのつながりが深いと

思っています。現在、商店街で閉まっているお店が

増えてきているので、ぜひ商店街の活性化をお願い

したいです。

　最後に、私はあと１年学生生活が残っていますが、

しっかりと勉強して医療・福祉の発展に貢献できる

人になりたいと思います。

大上 智 広報委員長 松葉 明人 広報委員

　

謹
ん
で
新
春
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
が
普
代
村
に
と
っ
て

実
り
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に

ご
祈
念
い
た
し
ま
す

議

　長

　正
路

　正
敏

副
議
長

　古
沼

　和
也

議

　員

　金
子

　泰
男

　
　
　
　松
葉

　明
人

　
　
　
　大
上

　浩
史

　
　
　
　齊
藤

　正
明

　
　
　
　中
上

　一
登

　
　
　
　嵯
峨

　典
行

　
　
　
　森
田

　幸
一

　
　
　
　大
上

　
　智

未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

成人おめでとう 

商店街の活性化を！

髙
たか

橋
はし

　風
ふう

花
か

さん（20）

今のままの普代村が好き！

太
おお

田
た

　我
が

空
く

さん（20）

　我空さん二十歳おめでとうございます。
四季折々に匂いを届けてくれる、豊かな自然。
心温かい村民が地域社会を築いている。今のま
まの普代が続きますようにお願いがあります。
　大学の友人や就職後の職場仲間の皆さんを、
ぜひ一度普代村に連れてきてください。好きな
ふるさとふだいを、知人友人に勧めてください。
交流人口を増やすことが、普代村を今のまま残
す一助になると思います。【拡散希望です（笑）】


